
 

 
議  事  録 

 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 8 年 7 月 28 日（火） 自 13：30 ～ 至 14：10 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 3 名 

須崎市環境未来課 2 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 8 名 

 

打合せ場所 
須崎市役所保健センター

会議室 3 
記録作成者 CPS 

資

料 

・令和 8 年 6 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 8 年 6 月度すさき家パートナー会議 

 

1.出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番 

・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を示した。 

 

3.経営に関する業務 

・6 月度の財務状況を報告した。 

・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 

・6 月 9 日、クリーンセンター横浪で、浦ノ内小学校 4 年生の社会科見学会が行われた。（児童 8 人、 

先生 2 人） 

 

4.汚水管路 

・降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、6 月度は 6 月 2 日が 225.0mm、6 月 

7 日は 106.0mm、6 月 23 日～6 月 26 日の 4 日間で 218.0mm だったため大雨後の巡視を 3 回実施した。 

・6 月度は 10 人孔の巡視・点検を行った。経年劣化の見られる箇所は確認されなかったが、今後も 

引き続き点検、巡視を行っていく。 

 

5.雨水管路 

・6 月度は 10 人孔の巡視、点検を行った。経年劣化の見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き 

点検、巡視を行っていく。 

 

＜次項へ続く＞ 



 

打合せ事項、対策・合意事項等 

6.終末処理場 

・12 日、汚水マンホールポンプ室の汚泥撹拌及びし渣除去作業を業者により実施した。（マンホール 

ポンプ室底部に貯留している汚泥及びし渣等をエアブローにより撹拌後、2-2 汚水マンホールポンプ 

で吸い上げて除去した。）これまでは流入量が減少した場合も圧力式水位計が底部に堆積した汚泥及 

びし渣を感知し、汚水マンホールポンプが稼働する状態だったが、作業後は流入量が減少する時間 

帯にマンホールポンプが停止するようになった。 

・18 日午前 2 時 40 分、19 日午前 1 時 51 分に№1-2 主ポンプインバータ故障警報が発生した。調査 

の結果、し渣等のつまりが原因でポンプが正常に汚水を送れず電流値が上昇したためインバータ故 

障が発生していた。現在は堆積物等が解消されたため良好な運転を継続している。 

・26 日午後 10 時、スクリーンユニット過負荷による警報が発生した。スクリーンユニット破砕機 

下部に異物の咬みこみが確認された。異物の除去後は正常に動作している。 

・6 月度の生物膜ろ過施設の省略化による電力削減率は 28.9%である。 

 

7.クリーンセンター横浪 

・8 日、26 日、施設内の清掃を実施した。 

・9 日、雨漏りにより照明器具から漏電が発生した。修繕の予定は未定である。 

・9 日、浦ノ内小の施設見学を実施した。 

・10 日、制御盤上のスイッチの全交換を実施した。 

・10 日、破砕機内部の飛散防止カバーの溶接及び破砕機連結部分のフランジ部の交換を実施した。 

・10 日、小型家電の回収を実施した。（業者） 

・11 日、トラックスケールの点検を実施した。 

・18 日、不燃物搬送コンベアの立ち上がり中継用軸受が歪んだ状態で動作しているのを発見し、業 

者に状況確認を依頼中である。 

・19 日、不燃物搬送コンベアの状態を業者が確認し、見積書作成を依頼した。 

・22 日、閉鎖処分場までの連絡道の周囲の草刈りを実施した。 

・26 日、アルミ選別機のコンベアを点検し異常は見られなかった。 

・28 日、施設への進入路の草刈りを実施した。（業者） 

・29 日、閉鎖処分場及び進入路の除草を実施した。 

・30 日、市によるごみ処理施設火災・爆発事故防止対策施設研修会を実施した。 

・10 日、令和 8 年度浸出水処理施設各機器更新工事が業者により実施され、№１スケール分散剤注 

入ポンプが取り替えられた。完成後にポンプが起動しなかったため、後日、業者の調査により制御 

用リレーの不良が見つかった。リレー交換後は正常に動作している。 

 

8.漁業集落排水処理施設 

・池ノ浦地区、白浜地区、蜂ヶ尻地区、中ノ島地区の 4 地区は 6 月 4 日及び 20 日、戸島地区は 20 

日に、要求水準書に定められた項目に従って保守点検を実施した。 

・戸島地区の No.2 原水ポンプ及び No.1 及び No.2 中継ポンプについては、経年劣化による過負荷が 

発生している。そのうち、No.1 及び No.2 中継ポンプは、運転停止中である。 

現在、業者に No.2 原水ポンプ及び No.1 中継ポンプの修繕見積もりを依頼している。 
 

＜次項へ続く＞ 



 

打合せ事項、対策・合意事項等 

9.雨水ポンプ場 

・要求水準書に定められた項目に従って保守点検を実施した。 

・大間ポンプ場の空気槽 No.2 空気入口バルブが固着していたため、バルブの交換を実施した。 

 

10. その他連絡事項 

・次回パートナー会議は、8 月 27 日（木）の 13 時 30 分で、場所は保健センター2 階会議室 1 で確 

定した。 

・終末処理場及び雨水ポンプ場の電気室の室温低下対策について、終末処理場及び雨水ポンプ場 

いずれも電気室に空調設備が設置されていないため、換気扇による送風が主となっている。 

ただし、終末処理場については、中央監視室の空調設備で発生させた冷気を電気室へ扇風機で 

送風することも対策の 1 つであると考えている。 

・雨水人孔番号 991（6-R13）の流下阻害（石）については、パートナー会議終了後に CPS が除去対 

応する。 

・汚水管路の大雨後の巡視写真の掲載については、被害規模が大きい箇所や既に舗装異常が認めら 

れる箇所のみ写真掲載する。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


